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“蝦夷”と馬と尾駿の牧　六ヶ所村歴史フォーラム2012年12月2日

東海大学文学部歴史学科　松本建速

1．はじめに　一本講演の二つの目的一

第1の問い：平安時代の歌に詠まれた尾駿の牧は、現在の六ヶ所村域にあったのか）

第2の問い：尾鮫の牧を含む地域で馬を飼っていた人々は、蝦夷（えみし）だったのカ㌔

・尾駿という土地ではなく馬を飼っていた人々が主人公。最初に、住んでいた人々を考察。

2．蝦夷とは誰か

（1）これまでの蝦夷論：古代日本国正史等の記鈍っ異言語の民。878年に秋田でおこった元慶の乱の時

期も異語在来縄文人の末裔。征討の対象。蝦夷は馬の民。

（2）通説への疑問：①蝦夷は在来の人々の末裔か。7世紀以降に東北北部東側に集落が突然増えたのは

なぜれ②蝦夷は馬の民。馬飼が突然始まったのはなぜか。

（3）東北北部の集落の盛衰：6世紀の100年間、集落はほぼ知られずム5世紀後菓以降3度の移住の波。

①東側・7世紀以降に古代日本国域の生活様式を持つ集落が急増。第2期移住者の開拓云

②西側・9世紀以降に集落が急増。9世紀後葉、須恵器生産や鉄の生産も開始，男声＿＿期移住者の開拓と

③六ヶ所村域・9世紀後葉以降に集落が急増。第阜期移住者の野晩

（4）馬飼の開始：阿光坊古墳群（おいらせ町）の馬具を伴う7世紀中葉の基，7世紀の集落造営とともに

馬飼開娩丹後平古墳群（八戸市）の馬の星（7世紀末葉～8世紀初頭）。馬飼文化甲移入。

（5）馬飼の伝統：蝦夷は同時期の北海道の人々と同系だったという説は成立困艶アイヌ民族は馬を飼

う文化を持たなかった。大陸からの直接の移入ではなく、古墳文化の延長。

3．上北地方の古代文化

（1）地理的区分：北部：六ヶ所台地、中部：小川原低地と七戸台地、南部：三本木・三沢台地

（2）文化的区分：

併行続縄文時代（後北C2・D式土器期）：各地に人々の生活ム

②7世紀以降：上北南部・中部に集落造営。　　③9世紀後葉以降：上北北部にも集落造営。

4．上北地方の自然にあった産物　一馬と鉄－

（1）馬：ヤマセや黒ボク土、冬の厳しさ。農耕には多大な努力が必要。馬産、製塩には適する。

（2）砂鉄：小川原湖東部の淋代海岸に豊富な砂鉄鉱床。

5．上北北部における新たな文化要素の出現とその由来

（1）石組カマド：7世紀の上北南部の集落増加時にはない。9世紀前半に米代川流域に見られるように

なり、9世紀後菓以降に津軽の一部、上北北部に出現。信濃、上野の古代馬産地では5世紀以降あり。

（2）掘立柱建物付竪穴住居 竪穴住居南に掘立柱建物を付設。深雪地帯に特有ム　9世紀後菓以降に米代

川流域、津軽地方で築造ム10世紀後半、上北北部に出現）古代出羽は陸奥に次ぐ馬産地（『類衆三代格』

『延書式』）。深雪を克服する馬飼の工夫）特別な馬を飼った人々の家）10世紀の歌。背景に貴人あり。

（3）五所川原産須恵器の使用：9世紀後葉～10世紀後葉。津軽地方、米代川上流域、上北地方。

6．尾駿の牧は六ヶ所村域にあったか

六ヶ所村域の自然環境：馬産が最も有力な産業。他には砂鉄の採掘と運搬の中継。古代に馬が飼われ

ていた可能性が高い。稀有な出土品や現在の地名から考えると六ヶ所村を含む上北北部が有力。

7．まとめと今後の展望

六ヶ所相を含む地域に尾駁の牧があった可能性は高い。地名の誕生と定着過程についての考察が必要。



3．8世紀
第2期移住の波後半 第3期移住の波前半

4．9～10世紀前半
松本達速2006『蝦夷の考古学』同成社図12・13・19・20に加筆

5．10世紀後半～11世紀
9　　　1叩km

等高線は標高100m

第2図　東北北部の集落遺跡分布
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1989『尾瀬ケ原の自然史』中公新書図45に加筆）

第3図群馬県尾瀬ケ原湿原試料によって推定された過去7800年間の古気温曲線

1500

六ヶ所村域に集落が営まれた時期

北川浩之1995r屋久杉に刻まれた歴史時代の気候変動J
『講座文明と環境6歴史と気候』朝倉書店図2．3に文字等を加筆

第4図　屋久杉の安定炭素同位体による気候復元
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第5図　東北北部の地形と主な遺跡の分布

2．東北地方の1月の降水量の分布

丁で

（r気象庁観測技術資料J第13号
1959により吉野正敏・設楽寛作成）と

第6図東北地方の降水量・降雪量　－ぜkm

1上尾敷（2）
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7松元

8山本
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11野尻く3）
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（掘立建物不明確）節本宮熊道ち
（カマド異方向）38飽畑b
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第7図　掘立柱建物付竪穴住居の分布
高橋玲子2001r平安時代乗北地方における掘立柱施設付
竪穴住居についてJ『秋田考古学』47号図2に加筆
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l巨鴇　色10YR4〃　降下火山灰を少量、
ローム・鍵土・尉旭を鋸含む．しまりあり

絹　業構色10YR5／8降下火山灰を少量，

炭闇柁微量含む．ロームプロッタ主体．

3層　鴫鶴亀10YR的　降下火山灰を少量、

ローム・畿土・則雄を微量含む，

絹　噂鴇色10YR3／4　降下火山灰を少量、
ローム・蝿土蚊を敵軌

貫鶴亀10YR5／6　ロームプロッタ主体．

黒褐色　川YR3／2　ローム粒を微量含む。

篭鴇色10YRS／6ローム主体。

青森県教委1989
F発茶沢（1）遺跡Vj

第131図より

ヱ＿

青森県敬重1989
F発養沢（1）遺跡IV』

第50回より

白頭山火山灰降下の後に

築造された建物

2．六ヶ所村発茶沢遺跡203号住居

H．184，30m一・・ぞ
‾　　　　　　　　　0

9世紀後半

1．鹿角市中の崎遺跡掘立柱建物付竪穴住居
秋田県我妻1984F東北縦貫自動車道発掘調査報告者VH』r中の崎遺臥

秋田県教垂19841東北縦貫自動車道発掘調査報告書Vllj

第83図と114園を合成

巨r中の崎遺跡J弟14固より　　　か

1m

t亀

6．発茶沢遺跡203号住居石組カマド青森県教委1989　第49図より

7世紀後寮1期

8世紀前葉2期

8世紀中葉3期

8世紀後葉4期

8世紀末～9世紀初頭5期

愈　　　　5．六ヶ所村弥栄平㈹遺跡石租カマド

18号住居　9世紀後葉～10世紀初頭
青森県教委1987『弥栄平（4日5）遺跡8第58図より

4．鹿角市高市向館遺跡石組カマド

匡　　9世紀前半

‥　∴二　十㌦一・、，

31号住居

⊥鹿角市教妻1982r高市向館跡発掘調査報告書」
第37図より

l巾

9世紀前葉6期

9世紀中葉7期

9世紀後葉8期

10世紀前葉9期

10世紀中葉10期

10世紀後葉11期

11世紀前葉12期

11世紀中葉13期

11世紀後葉14期

12世紀前葉15期

団粒土カマド【コ石鋸マド

7．松本市内古代住居のカマド構築法の推移

長野県教委1990『中央自動車道長野線埋蔵

文化財発掘調査報告書4－松本市内その1－

総論編』第22図より

二二二∴＿．・・・・■■一一＿　＿　■‾ゴ

第8図　掘立柱建物付竪穴住居と石組カマド
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